理科教育法Ⅲ　第2回　模擬授業報告書
味覚の不思議（ギムネマ茶）
実施日：2015年5月16日
5班　風間明 福井理沙子 村岡由美香 山本明李

1． 目的
ギムネマ茶を通して、味覚を感じる原理について理解した。

2． 準備物（5班分）
ギムネマ茶4包、ポット1個、ボトル1個、チョコレート50個、ハッピーターン30個、プラスチック製のコップ30個、水2 L

今回の授業の予算
ギムネマ茶26包入り 400円
プラスチック製のコップ30個入り 108円
チョコレート28個入り×2  400円
ハッピーターン×1袋 200円
合計　1108円
※水は浄水器の水を汲み、ポットとボトルは自分たちのものを使用したため費用はかかっていない。
40人学級（10班分）の場合の予算
ギムネマ茶26包入り 400円
プラスチック製のコップ30個入り×2　216円
チョコレート28個入り×3  600円
ハッピーターン×2袋 400円
合計　1616円
3． 授業準備
湯を沸かしボトル内でギムネマ茶をつくった。コップに適量のギムネマ茶を注ぎ、各班に配った。また1人当たりチョコレート2個、ハッピーターン1個を配った。

4． 実験方法
1 チョコレート1個を食べ、甘味を確かめた。
2 ギムネマ茶を15秒ほど口に含み、口内全体にギムネマ茶が行き届くように飲んだ。
3 ギムネマ茶を飲んですぐにチョコレートを食べ、味を確かめた。
4 ②と同じようにギムネマ茶を飲んだ。
5 ギムネマ茶を飲んですぐに、ハッピーターンを食べ、味を確かめた。

5． 実験結果
ギムネマ茶を飲んでから、チョコレートを食べると甘味を感じなかった。味がするかよくわからない、食感がわからない、気持ち悪いという感想がでた。またハッピーターンを食べると、普通に食べるより塩辛く感じ、おかきのような味がした。

6． 実験考察
ギムネマ茶の原料はギムネマ・シルベスタというインドが原産の植物である。この葉に含まれるギムネマ酸は、舌が甘味を感じる物質であるブドウ糖と化学的構造が似ている。舌の受容体がブドウ糖と結合する前に、ギムネマ酸が結合しているため、ブドウ糖は結合することができず甘味を感じなくなる。人の基本味には、甘味、塩味、苦味、酸味、うま味があり、それぞれ受容体の形が違う。そのため、ギムネマ酸が甘味の受容体と結合していても、甘味以外の味は感じることができる。

7． 授業風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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8． 評価
【よかった点】
・実験が目で見える結果で分かりやすかった。
・板書の色分けがよくできている。
・板書の字が大きくて見やすかった。
・時間設定内で実験を終わらせるシナリオがきちんとできていた。
・味覚器の絵がわかりやすかった。
・担当分けがしっかりとできていた。

【改善点】
・対象設定があるとよかった。
・甘味を感じなくなる仕組みの説明が不十分だった。
・板書の流れが右から左でなく、左から右のほうがよい。
・ダイエットの話が急すぎてわかりづらかった。
・ハッピーターンも事前に食べて、味が比べられるとより分かりやすい。





模擬授業に対する評価
	項目
	実施前（班員 4名）
	実施後（生徒23名、教師3名）

	1-1
	4.0
	3.9

	1-2
	4.0
	4.0

	1-3
	4.0
	3.9

	1-4
	4.0
	3.7

	2-1
	3.5
	3.3

	2-2
	3.5
	3.7

	2-3
	3.5
	4.0

	2-4
	3.5
	3.7

	2-5
	3.5
	3.7

	3-1
	3.3
	3.4

	3-2
	3.8
	3.6

	3-3
	3.3
	3.1

	3-4
	3.8
	4.0

	3-5
	3.3
	3.9

	3-6
	2.5
	3.1

	4-1
	4.0
	3.7

	4-2
	3.8
	2.1

	4-3
	4.0
	4.4

	4-4
	3.5
	3.7

	全体平均
	　　　　　3.6
	3.6




図X.　 平均点の推移
[bookmark: _GoBack]
9． 考察と反省
・場面設定を考えておき、最初に言う。
・生徒の質問を予測してから、準備をして授業をすすめる。
・どこまで詳しく説明するのか明確にする。


平均点の変化

表面張力	ギムネマ茶	3.6	4.2	


平均点の変化

事前	
１界面活性剤	２味覚・ギムネマ	2.9	3.6	事後	
１界面活性剤	２味覚・ギムネマ	3	3.6	
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項目 評価平均（生徒14人+教師2人）

①服装や話し言葉は教員として適当だったか？ 4.4

②声は生徒の方に向かって発せられ、聞き取りやすかったか？ 4.0

③発問は生徒が考えれば答えられるように工夫されていたか？ 3.9

④板書の文字や数字、図などは丁寧で読みやすかったか？ 4.7

⑤板書は学習者がノートを取りやすいように配置されていたか？ 4.4

⑥実験や観察は現象や対象物がはっきり確認できるものだったか？ 4.5

⑦実験は学習内容の理解・定着の助けになるものだったか？ 4

⑧立ち位置（黒板や演示実験が隠れる等）や机間巡視は適当だったか？ 3.7

⑨授業の事前準備はしっかりとされていたか？ 4.6

⑩生徒の反応を確認しながら授業を進めていたか？ 3.9

①～⑩の平均 4.2

1回目（水の表面張力と界面活性剤）の平均

3.6

2回目（味覚の不思議　ギムネマ茶）の平均 4.2

３回目（高分子吸収剤）の平均

3

4

5


Microsoft_Excel_______1.xlsx
Sheet1



		項目 コウモク		評価平均（生徒14人+教師2人） ヒョウカ ヘイキン セイト ニン キョウシ ニン

		①服装や話し言葉は教員として適当だったか？ フクソウ ハナ コトバ キョウイン テキトウ		4.4

		②声は生徒の方に向かって発せられ、聞き取りやすかったか？ コエ セイト ホウ ム ハッ キ ト		4.0

		③発問は生徒が考えれば答えられるように工夫されていたか？ ハツモン セイト カンガ コタ クフウ		3.9

		④板書の文字や数字、図などは丁寧で読みやすかったか？ バンショ モジ スウジ ズ テイネイ ヨ		4.7

		⑤板書は学習者がノートを取りやすいように配置されていたか？ バンショ ガクシュウシャ ト ハイチ		4.4

		⑥実験や観察は現象や対象物がはっきり確認できるものだったか？ ジッケン カンサツ ゲンショウ タイショウブツ カクニン		4.5

		⑦実験は学習内容の理解・定着の助けになるものだったか？ ジッケン ガクシュウ ナイヨウ リカイ テイチャク タス		4

		⑧立ち位置（黒板や演示実験が隠れる等）や机間巡視は適当だったか？ タチイチ コクバン エンジ ジッケン カク トウ キカンジュンシ テキトウ		3.7

		⑨授業の事前準備はしっかりとされていたか？ ジュギョウ ジゼン ジュンビ		4.6

		⑩生徒の反応を確認しながら授業を進めていたか？ セイト ハンノウ カクニン ジュギョウ スス		3.9

		①～⑩の平均 ヘイキン		4.2





		1回目（水の表面張力と界面活性剤）の平均 カイメ ミズ ヒョウメン チョウリョク カイメン カッセイザイ ヘイキン		3.6

		2回目（味覚の不思議　ギムネマ茶）の平均 カイメ ミカク フシギ チャ ヘイキン		4.2

		３回目（高分子吸収剤）の平均 サンカイメ コウブンシ キュウシュウ ザイ ヘイキン































1回目（水の表面張力と界面活性剤）の平均	2回目（味覚の不思議　ギムネマ茶）の平均	３回目（高分子吸収剤）の平均	3.6	4.2	


